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（22）KIO の地域の村に住む 50 歳の女性のインタビュー（2009 年 8 月 31 日）。
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ミャンマーには人口の 7 割を占めるビルマ族を含めて，135 ともいわ
れる多くの民族が住んでいる。ミャンマー政府が公表した統計よれば，人






















影響を与えている（１）。そのなか，とりわけ 1989 年に CPB から分裂したミャ
ン マ ー 民 族 民 主 同 盟 軍（Myanmar National Democratic Alliance 
Army：MNDAA，コーカン族），統一ワ州軍（United Wa State Army：
UWSA，ワ族），東シャン州軍（Eastern Shan States Army：ESSA，シャ









1989 年に中国共産党の支援を失った CPB は，前述した 4 つの少数民族
勢力に分裂し，その影響力は衰退しつつある。中国政府は，CPB および




し か し，CPB は 崩 壊 し た と は い え，CPB か ら 分 裂 し た MNDAA，
WSA，ESSA，NDA-K といった 4 つの少数民族勢力は，中緬国境地域に
おける「特区」において独自の統治を行っている。そして，端的にいえば，
これら 4 つの少数民族勢力は，中緬二国間関係を左右する要因であると





本章では，CPB 創設以来，CPB および CPB から分裂した少数民族勢力
をめぐる中緬両国の政治経済関係の変化を考察しながら，両国関係を明ら
かにしたい。本章の構成は下記のとおりである。第 1 節では，CPB が創
設されてからネーウィン政権が発足するまでの CPB をめぐる中緬両国の
関係を検討する。第 2 節では，ネーウィン時代の CPB をめぐる中緬関係






CPB が，1939 年 8 月 15 日に，英領インド帝国内で台頭した共産主義
運動の影響を受けて，アウンサン（Aung San）を総書記とし，タキン・
タントゥン（Thakin Than Tun），タキン・ソー（Thakin Soe）をはじ
めとする 6 人のメンバーによって結成された。1944 年，CPB・アウンサ
ン・人民革命党などが参加して抗日運動の秘密組織である反ファシスト人
民自由連盟（Anti-Fascist People's Freedom League： AFPFL）が結成さ
れ，1945 年 3 月に日本軍への蜂起を開始し，6 月 15 日に対日抗戦勝利
を宣言した。
1946 年 10 月，CPB がアウンサンによる労働者ストライキ鎮圧を批判
したことをきっかけに，AFPFL 執行部は，CPB の排除を議決した。1947
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したことをきっかけに，AFPFL 執行部は，CPB の排除を議決した。1947
年 4 月には制憲議会選挙で AFPFL が 202 議席中 196 議席を獲得し圧勝
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第５章　国境地域の少数民族勢力をめぐる中国・ミャンマー関係
したが，CPB は 7 議席しか獲得できず，議会での活動は休止状態となった。
1948 年 1 月 4 日のミャンマーの独立後，2 月に入ると CPB から指導さ

































ていた。1954 年 12 月，ウー・ヌが訪中の際，毛沢東もミャンマー内政
に干渉しないことを約束した（毛［1999：347-376］）。これらのことから，
中国指導者の対 CPB 問題の非常に慎重な態度が，1950 年代中緬両国の
友好関係を保つ重要な前提であったことは明らかである。
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第 2 節　ネーウィン時代の CPB をめぐる中緬関係
1962 年 3 月，ミャンマー国軍によるクーデターが発生した。ネーウィ



















なった。そこでは，後に CPB 各部隊の指揮官となり，CPB を分裂させか
つ少数民族勢力の指導者となった彭家声（ポン・チアーシェン，Peng Jia 
Sheng），鮑有祥（パオ・ユーチャン，Pao Yo Chan），林明賢（リン・ミン・

















暴動事件にまで事態はエスカレートした。6 月 28 日，ミャンマー政府は，
戒厳令発令で平静を取り戻した。
これに対して，中国政府はこれまでの友好的姿勢を一変させ，ネーウィ
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ウィン反動政府を打倒する」と呼びかけた。8 月 14 日，中国共産党は
CPB の成立 28 周年に際し，CPB 指導部に祝電を送り，CPB が指導する
革命武装闘争に対する支持を表明した（範，金［2009：131］）。北京の





備を与えられ，中緬国境地域で待機する CPB 部隊に復帰した。1968 年




余儀なくされた。北京駐在の CPB 第 1 副委員長タキン・バテインティン




である」と認識し，中緬国境を越えて CPB に参加した。1969 年に入っ
て中緬関係は改善されつつあったが，中国共産党の CPB への支持は止ま
なかった。1971 年ネーウィン訪中の 2 週間前，周恩来が CPB 副委員長
と会談した（Langon［1974：297］）。CPB 部隊は，1970 年 11 月に中
緬貿易ルートの要衝に当たるチューコック（Kyu-hkok）周辺を陥落させ




パンサンは CPB 中央指導部の所在地となった。CPB は，シャン州におい













せるよう要請を続けた。しかし，1975 年前後に CPB は最盛期を迎えた。
その支配範囲は，サルウィン川から中緬国境までの 10 万平方キロメート
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各地で設立した麻薬加工工場は 85 カ所にも達した。CPB の中高級幹部は，
ほぼ全員が麻薬ビジネスを通じて莫大な富を蓄えた。しかし，CPB 指導
部は，党内の腐敗堕落を阻止できなかった。また，1980 年末から 1981








当するミャンマー国軍 99 師団と 88 師団は，その戦功が称えられ，その
司令官も相次いで国軍指導層に抜擢された。後に国軍司令官に就任した
ソーマウン大将（General Saw Maung）とタンシュエ上級大将（Senior 
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1989 年に入ると，中国共産党の支援を完全に断たれた CPB に，全面
崩壊の時期がついにきた。3 月 11 日，彭家声が CPB からの離脱および
政府との和解を宣言した。その後，彭家声はミャンマー民族民主同盟軍
（MNDAA）を創設してその司令官を務め，コーカンを中心とする CPB 東






4 月 17 日，中部軍区の鮑有祥らは，パンサンにある CPB 本部を包囲
し，タキン・バテインティンら CPB 指導部を中国領内に強制退去させた。
11 月 4 日，統一ワ州党と統一ワ州軍（UWSA）が設立され，鮑有祥はそ
の総司令官を就任した。その管轄地域は南北二つの部分に分けられてい
る。その北部がパンサンを中心とする 1 万 7000 ～ 1 万 8000 平方キロメー
トルの地域である。ミャンマー政府からシャン州第 2 特区と定められた。
その南部がミャンマー・タイ国境地域にある 1 万 8000 ～ 1 万 9000 平方
キロメートルであった。2 万人の兵力をほこる UWSA は，ミャンマーな
いし東南アジアでは最大の少数民族勢力となっているといえる。




れた。そして，同年 10 月，101 軍区司令官ザクン・ティン・インもまた
CPB 離脱を宣言し，カチン新民主軍（NDA-K）を組織した。1990 年 1 月，
NDA-K はミャンマー軍政と和解し，その管轄地域はカチン州第 1 特区と
定められた。その支配範囲はカチン州北東部のパンワー（Panwar）を中
心とする 6000 平方キロメートルである。




といった 4 つの勢力である。 MNDAA，UWSA，ESSA と NDA-K を含め
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たとおり，MNDAA，UWSA，ESSA と NDA-K は中緬両国約 85% の国境
ミャンマー 中国 （雲南省）
州 特区名 国境ゲート名 国境ゲート名 州 ・ 市名
カチン州
第 1 特区 CHIPWI 片馬 （Pian Ma） 怒江リスー族自治州
第 2 特区
PANWAR 滇灘 （Dian Tan）
保山市
KAMBALTI 猴橋 （Hou Qiao）
LAIZA 那邦 （Na Bang）
徳宏タイ族 ・ ジンポウ族自治州ミャンマー政府
直接管轄地域
LWEJE 章鳳 （Zhang Feng）
シャン州
KYU-HKOK 畹町 （Wang Ding）
MUSE 瑞麗 （Rui Li）
NAMHKAM 弄島 （Nong Dao）
第 1 特区
LAUKKAING 南傘 （Nan San）
臨滄市CHINSHWEHAW 清水河 （Qing Shui He）
第 2 特区
PANGWAUN 滄源 （Cang Yuan）
PANGKHAM 勐阿 （Meng A）
普洱市MONG HPIN 芒信 （Mang Xin）
MONG YANG 孟連 （Meng Lian）
















なりかねないとの危惧を抱いている。2003 年 10 月，温家宝首相は，キ
ンニュン首相（当時）と会見した際に，「中国がミャンマーの民族和解の
促進を望んでいる」ことを強調し，ミャンマー側に注文を付けた。さら
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るケシ栽培面積は 16 万 6000 ヘクタールに達し，アヘンの年間生産量は
2000 トン余りで，ヘロインの年間生産量は 200 トン余りであった。麻薬
問題は，ミャンマーの民族問題，貧困問題などと複雑に絡んで，ミャンマー，
中国，東南アジアあるいは国際社会にとって，頭の痛い問題となった。


















2008 年 以 来， 中 緬 両 国 政 府 の 合 意 の も と で，MNDAA，UWSA，








対してはすでに 1 億 4988 万ドル余りを投資し，ミャンマー側のケシ栽培
撲滅のため，水稲，ゴム，サトウキビ，茶，果物およびその他の農作物の
栽培普及に協力し，その栽培面積は約 13 万 1000 ヘクタールを超える状
況に達した。
また，ケシ栽培から商品作物収穫に至る無収入期間を補償するため，







いる。2006 ～ 2009 年の間だけで，218 万トンの代替商品作物はゼロ関
税で中国に輸出された。
表 2 の統計によれば，2009 年，ミャンマー北部で商品作物代替栽培に
参加する中国企業は 127 社に達しており，その代替栽培の面積は 13 万ヘ
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2008 年 以 来， 中 緬 両 国 政 府 の 合 意 の も と で，MNDAA，UWSA，
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働者数は 10 万人を超えており，これらの労働者に支払った給料は 3000
万ドルを上回った。商品作物代替栽培プロジェクトの実施地では，現地住




れている。2006 年から 2009 年の間に，中国企業は，ミャンマー北部で，
道路 1605 キロメートル，用水路 188 キロメートル，橋梁 37 カ所，病院








してきた。1998 年のシャン州第 4 特区，2002 年のシャン州第 1 特区に
続き，ケシ栽培問題が最も深刻な地域のひとつであるシャン州第 2 特区は，








ミャンマー政府直接管轄地域 （シャン州） 19 12,041 1,458
シャン州第 1 特区 7 7,378 894
シャン州第 2 特区 47 61,162 7,411
シャン州第 4 特区 22 12,766 1,546
ミャンマー政府直接管轄地域 （カチン州） 9 18,631 2,257
カチン州第 1 特区 12 12,031 631
カチン州第 2 特区 11 6,525 791




北部でのケシ栽培面積は，1993 年の 16 万 6000 ヘクタールから 2008 年
の 2 万 9000 ヘクタールまでに減少された。その大半は，中国企業が行なっ
た商品作物代替栽培事業による成果だといえる。これは，麻薬撲滅を掲げ
て行われた中緬両国の経済協力関係が着実に成果を挙げた具体的事例でも






面積は，2006 年には史上最低の 2 万 2000 ヘクタールまで下がったが，
その後再び上昇する傾向がみられ，2008 年には 2 万 9000 ヘクタールに
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ミャンマーの新憲法においては，現行の 7 州 7 管区に加えて，6 つの自治
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に加えて，MNDAA の兵力が推定 1500 人と小さく，しかも内紛によって
力が衰えていたなどのことを考慮して，ミャンマー国軍を投入し，まず彭
家声が率いる MNDAA を攻略のターゲットとしたのである。
2009 年 8 月下旬から 9 月上旬にかけて，ミャンマー警察当局は，コー
カン地区の銃器修理工場を麻薬製造拠点と疑い捜査した。これをきっか





Cheng）は，国境警備隊への編入を承諾した。12 月 4 日，ミャンマー国
軍の立会いのもとで，MNDAA から国境警備隊への編入式が，コーカン
で行われた。
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ESSA と NDA-K は，軍政側の要求があまりにも高すぎることを理由に，















































出国 入国 出国 入国 輸出 輸入 輸出 輸入
瑞麗 ・ ムセ 276.9 278.9 45.2 45.0 373.2 26.8 39.5 8.2 
畹町 ・ チューコック 20.9 21.6 3.1 3.1 27.1 3.5 3.2 2.6 
猴橋 ・ カンパイティ 7.1 7.4 2.1 1.9 10.1 21.2 2.8 51.8 
清水河 ・ チンシュエハー 19.7 17.9 4.0 3.9 9.4 5.4 2.0 2.1 
片馬 ・ チプウィ 9.5 8.4 3.3 2.3 0.4 3.8 0.0 10.7 
盈江 ・ ライザー 28.9 33.1 5.8 6.1 51.1 57.0 4.8 47.7 
章鳳 ・ ルゥエージュー 39.1 17.9 3.8 1.8 32.9 3.0 0.9 2.8 
南傘 ・ ラオカイン 21.4 23.3 2.2 2.1 8.2 2.3 4.5 9.1 
滄源 ・ パンワイン 7.3 7.8 1.9 1.9 3.3 9.1 1.2 5.8 
勐阿 ・ パンカン 36.6 33.8 4.7 4.9 23.1 61.5 9.9 16.8 
打洛 ・ マインラー 12.5 12.6 3.2 2.9 29.7 7.7 4.9 7.1 
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写真１：第 2 特区（ワ州）和平建設 20 周年祝賀大会における UWSA
　　　　軍事パレードの様子。観閲台の中央に立つ人物は鮑有祥である
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年 11 月から 1938 年 7 月までの間に，雲南省政府はわずか 8 カ月で 959 キロメー
トルにわたる道路の工事を完成させた。その後，この道路はミャンマーのミッチー
ナ（Myitkyina）からさらにインド・アッサムのレド（Ledo）まで延長され，総
延長が 1495 キロメートルとなり，「スティルウェル・ロード」（Stilwell Road）と
呼ばれている。











（ 8 ）Asia Times Online HP（2009 年 9 月 1 日参照）。
（ 9 ）中国外交部 HP（2009 年 9 月 21 日参照）。
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